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1. はじめに 

本報では，その 1 に引き続き，その 2 として実験結果

とその考察を示す。 

 

2. 実験結果とその考察 

2.1 空隙率 

図－1 に，硬化 POC 供試体を用いて，質量法により測

定した全空隙率の測定結果を示す。同図は，型枠供試体

については 6 体，他は 3 体の平均値を示す。図によれば，

型枠供試体については，打込み時に質量管理を行って作

成しているため，ほぼ設計空隙率を満足している。 

舗装から採取した供試体（No.1～7）については，前報

の表－2 に示した目標空隙率とは異なった結果となってい

る。これは，締固め率の算定の際に参考にした結果 2)が，

異なる調合の POC によるものであったためと考えられ，

締固め率の推定には，正確に同じ調合の POC を用いて得

られた結果を使用する必要がある。 

設計空隙率との比較からは，本調合では仕上げ機を 4

回通過させた場合に設計空隙率とほぼ同じ空隙率が得ら

れている。また，コテ仕上げで空隙率が大きくなってい

るのは予想通りの結果である。路床を変化させた No.3～5

については，No.4 の路床にコンクリートを用いたものが

他と比べて空隙率が大きくなる傾向が見られるが，他の

結果は空隙率 30%程度でほぼ一定となっており，以上の

結果からは，路床の種類が締固めの程度に及ぼす影響は

小さいと考えられる。このことから，ばらつきはあるも

のの，路床の条件によらず，調合ごとに，仕上げ機の通

過回数で締固めの程度の制御はある程度可能であると判

断できる。 

図－2 に，容積法と質量法による全空隙率の測定結果の

比較を示す。図によれば，数%程度容積法による空隙率が

大きくなる傾向はみられるものの，ほぼ同じ空隙率が測

定されていることが分かる。また，ここではデータは割

愛するが，容積法による全空隙率と連続空隙率の比較の

結果からも，ほぼ同じ値となる結果が得られており，本

実験における空隙率のレベル（設計空隙率 25%）では，

独立空隙はほぼ存在しないといえる。 

2.2 圧縮強度 

図－3にポーラスコンクリートの圧縮強度試験結果を示 
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(a) 型枠供試体 

(b) コア供試体 

図－3 POC の圧縮強度と全空隙率の関

図－1 質量法による空隙率の測定結
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図－2 容積法と質量法による全空隙率の比

較 
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す。図－3 中には，既報 1)で提案したポーラスコンクリー

トの圧縮強度と空隙率の関係式（累乗指数は 0.08 で固定）

も併示した。ここで，空隙率 0%における圧縮強度には，

セメントペーストの供試体の圧縮強度がプロットしてあ

る。また推定曲線の y 切片はセメントペーストの圧縮強

度とすべきであるが，ここでは変数として取り扱った。 

図によれば，セメントペーストの圧縮強度試験結果が，

図中に示した既往の関係式よりも低くなる傾向にある。

この原因としてセメントペースト強度が自己収縮や乾燥

収縮などの影響により低く評価されている可能性がある

ことなどが考えられる。また，W/C の影響に着目すると，

W/C の大きい 0.45 の結果が 0.30 よりも低い位置に来てい

るものの，その差はわずかであった。 

図－3(a)に示す型枠供試体の結果からは，圧縮強度に

及ぼす養生方法の影響についても，明確な差は見られな

い。図－3(a)と(b)の型枠供試体とコア供試体の比較から

は，空隙率は異なっているものの，両者のデータはほぼ

同様な曲線上にあると見ることができる。 

2.3 曲げ強度 

図－4 にポーラスコンクリートの曲げ強度試験結果を示

す。同図には，両者の関係を指数関数で近似した曲線も

示す。ここで，推定曲線の y 切片の値はセメントペース

ト供試体の曲げ強度とすべきであるが，本実験では過去

の実験と比べて非常に小さい値になったため，ここでは

同一調合のセメントペーストから得られた既報 2)の値をそ

のまま用いている。図によれば，POC の曲げ強度は，型

枠供試体および切出し供試体共に，空隙率が 25%付近で

近似曲線よりも若干低くなる傾向がある。また，先に示

した圧縮強度の結果と同様に，W/C，養生方法，および型

枠とコアの違いによる曲げ強度の明確な違いは見られな

い。 

 

3. まとめ  

本研究の範囲で得られた知見を以下に示す。 

1) 現場施工された POC スラブについて， 路床の種類

が締固め程度に及ぼす影響は小さく，仕上げ機の通

過回数により締固めの程度を管理することが可能で

ある。 

2) POC 舗装から採取したコア供試体と，同一調合，同

一養生条件であれば型枠供試体について，圧縮強度

および曲げ強度と空隙率との関係曲線は，ほぼ同じ

と仮定できる。 
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図－4 POC の曲げ強度と全空隙率の関係 

(a) 型枠供試体 
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(b) 切出し供試体 
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